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□ 振り返り

̶具体的な取組内容−
より多くの地域住⺠が多⽅⾯に渡る活動ができるよう、ニーズにあった活動の場や居場所を設けることで参加意欲を
⾼め、外出の機会づくりを増やして地域課題の解決につなげる。
地域住⺠や事業参加者に対しては、LINEなどでの情報収集、提供を周知する。

 コロナ以降、地域における各活動体制の再構築やその担い⼿である⼈材育成等、様々な課題がありますが、地域の現状に沿っ
て⽀援を継続しながら、幅広い対象へ向けた事業を展開されています。例えば、横浜市⾼齢者⽀援事業を積極的に活⽤しなが
ら、迅速に地域課題の解決へ向けて対応していただきました。また、訪問型短期予防サービスへ必要な対象者をつなげ、介護
予防の個別⽀援にも積極的に取り組んでいただきました。
 今後も、地域を育てていくために、⽀援機関・地域住⺠等のネットワーク構築について、引き続きよろしくお願いいたしま
す。
 また、新たな活動場所の発掘・担い⼿育成とともに、介護予防の必要な虚弱⾼齢者が参加できる活動拠点の地域展開に向け
て、⼀緒に取り組んでいきましょう。

令和6年度 ⽇吉本町地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表⽤ （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性

地域住⺠の多様な活動を⽀援するにあたり、広報紙やLINEを活⽤して活動場所や参加意欲の促進という点で有効な情報発信が
継続できたと思われる。また、⾃主グループや地域⾷堂等の活動においても、情報発信を中⼼に⽀援することができた。今年
はケアプラザ⽂化祭も4年ぶりに開催し、今後の貸館利⽤団体の活性化に期待を持てるような機会となった。昨年に続き開催
した秋の秋桜まつりでも、地域住⺠とのふれ合いの中でケアプラザが地域において気軽に⽴ち寄ってもらえる場であることを
強調することの促進ができたと思う。地域包括⽀援センターにおけるケアマネジャーへの⽀援の⾯では、事例検討会・各専⾨
職との交流会・地域住⺠に対しての講座等を通じてケアマネジャー同⼠の情報交換と専⾨性の向上に注⼒できたと思う。その
他、健康づくり・認知症⽀援・権利擁護等の事業を通じて、地域住⺠が安⼼して暮らせるような地域を創っていくよう取り組
んだ。

□ 区からのコメント

令和5年度はコロナ禍から脱し、以前の⽇常が戻ってきた1年間でした。そのような世の中の流れに伴い、地域においては地域
づくり・各福祉保健事業・相談⽀援体制のネットワークづくり等、あらゆる分野において徐々に活動が活発化してきました。
その反⾯で活動が⽌まっていた数年間でなかなか体制が追い付いていけていない状況が⽣まれています。地域における各活動
体制の再構築やその担い⼿である⼈材育成等、さまざまな課題がありますが、いま⼀度、当ケアプラザの基本⽅針である「地
域との連携と協働」に⽴ち返り、以下のような重点的な取り組みを通して「元気な地域」をつくっていけるよう、情報の発
信・⽀援を継続していきたいと思います。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

⾃主活動グループの運営に傾注し、円滑な活動の⽀援をする。
ケアプラザの⽂化祭やお祭りなどの参加を促し、活動の活性化に努める。

薬剤師とCMの連携を⽬的にした意⾒交換会を令和6年度も継続し⾏う。
お互いに得た情報がどのように活⽤されているかや地域での連携事例を確認し新しい連携の拡がりを⽬指す。

⽇吉宮前の地域住⺠の活動の強みを意識できるように働きかけ、継続した活動になるようにしていく。⽇吉宮前に限
らず、⽇吉地区で活動する⼈たち向けに、引き続きボランティア活動につながるように⽀援をする。

⽣活⾯や健康⾯など多⾓的な情報提供と助⾔を⾏う機会と、介護ストレス緩和の機会を提供する。地域のサロンや⺠
⽣委員主催の茶話会などに参加し、成年後⾒制度、消費者被害防⽌についての啓蒙活動を⾏い、制度への理解の促進
に努めていく。エンディングノート講座開催で普及啓発を促進する。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

315 203

常勤職員４名（社福祉2名・看護師１名・主任CM１名）
非常勤職員３名（介護支援専門員2名・社福祉1名）

常勤介護支援専門員7名（うち主任CM4名）
非常勤介護支援専門員２名

令和6年度日吉本町地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・法人の倫理規定に基づき、信頼性と透明性を第一
に、ご利用者すべての方々に対し、偏見や差別なく
公平中立な専門的援助関係の構築に心掛け、相談
や各種事業に取り組みます。
・サービスを選択する際も、複数のサービスから選択
できるよう日頃から様々な地域資源を把握し情報提
供を行います。ご利用者の自己決定を尊重、その権
利を支える支援を行います。
・常日頃からスタッフに対し、ケアプラザが公的施設
であること、それに伴う業務を担い、責任ある業務を
行っている自覚を高く持つように指導します。

専門職としての支援とケアプラザ職員としての任務双
方を意識しながら業務にあたることができました。
利用者が自己決定できるよう十分な説明とわかりや
すい言葉での表現を使うことを心がけました。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・法人の「個人情報に対する基本方針」及び「保有す
る個人情報保護に関する規定」に基づき、個人情報
に関する文書や電子媒体等を管理します。
・内部研修での個人情報を取り扱う際の注意喚起及
び日常作業におけるFAXやメール、郵送作業時のダ
ブルチェック等、個人情報漏洩事故対策を徹底しま
す。
・リスクマネジメント集を有効に活用し、事故防止に対
する意識の向上に努めます。
・アクシデント及びヒヤリハット事例の検証と改善策の
周知徹底を行います。

個人情報が適正に管理され、かつ漏えいしないよう
に取り扱うことについて理解を深めました。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

適切なアセスメントにより、個々の利用者がその人ら
しく自立した生活が継続できるように目標を立て、
フォーマルなサービスだけでなく、インフォーマルな
サービスも活用し、ICFの理念に基づいたケアプラン
を作成します。利用者だけでなく、それを支える家族
（同居、別居問わず）への配慮、協力体制にも適宜働
きかけを行い、利用者とその家族のニーズや目標が
達成できるように支援します。

【その他料金】
通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出張
する必要がある場合、その交通費（実費）の負担をお
願いすることがあります。

居宅介護支援事業

日々の相談に加えて最低月に１回の訪問・モニタリン
グを通じて、利用者個々のニーズに合わせた適切な
サービス調整業務を図っていきます。
また、地域の多様なサービスを活用できるよう情報を
集約、セルフマネジメントを推進し、利用者自身の自
立に向けた支援を行います。
・特定事業所として地域包括支援センターと協働し、
様々なケースに対応することで質を高め地域に貢献
できる居宅介護支援事業所を目指します。

【その他料金】
通常のサービス提供地域を超える地域に訪問・出張
する必要がある場合、その交通費（実費）の負担をお
願いすることがあります。

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】9766 【延べ利用者数】1431 【延べ利用者数】

【契約者数】100 【契約者数】11 【契約者数】

生活相談員3名（兼務含）
介護職員２２名（兼務含）
看護職員５名（兼務含）
送迎運転手5名

生活相談員２名（兼務含）
介護職員6名（兼務含）
看護職員５名（兼務含）
送迎運転手5名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
食費（昼食・おやつ）　700円

【実施日数】
週６日
【提供時間】
９：５０～１６：００
【定員】
３５名

【実施日数】
週６日
【提供時間】
９：５０～１６：００
【定員】
９名

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】
食費（昼食・おやつ）　700円

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

初回アセスメントの他、モニタリングを定期的に行い、その時々の状態
に合わせた支援（自分で出来ることは行っていただく。過剰介護の軽
減）が提供できるよう、サービス環境を整えます。本人が出来なくても、
その人「らしさ」を尊重した支援を心掛け、出来る部分に目を向ける自
立支援の意識を徹底したサービスを提供します。
ヒヤリハット事例を分析し、サービス、業務内容を見直し、介護事故防
止に努めます。

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,893,383 82,980 17,976,363 17,859,346 117,017 横浜市より

0 248,800 △ 248,800

0 0 0 54,286 △ 54,286

0 0

0 54,286 △ 54,286

0 0 公衆電話

3,990,000 3,990,000 3,990,000 0

21,883,383 82,980 21,966,363 22,152,432 △ 186,069

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,879,133 0 10,879,133 10,879,133 0
法人本部経費を含まず

7,000,000 7,000,000 9,853,077 △ 2,853,077 基本給＋手当

700,000 700,000 685,876 14,124 健康保険、雇用保険、厚生年金等

2,500,000 2,500,000 49,403 2,450,597 調整手当、期末手当、住宅手当等

30,000 30,000 45,815 △ 15,815 健康診断受診料

6,000 6,000 5,688 312 共済掛金

90,000 90,000 89,438 562 退職給付引当金

553,133 553,133 149,836 403,297 その他

2,554,250 0 2,554,250 1,642,299 911,951
法人本部経費を含まず

10,000 10,000 9,049 951 会議、事業等交通費

200,000 200,000 127,644 72,356 印刷用紙、文具類、洗剤類等

5,000 5,000 0 5,000 会議費用

30,000 30,000 31,387 △ 1,387 名刺印刷代、封筒作成代

480,000 480,000 556,757 △ 76,757 電話代、郵送代

10,560 0 10,560 29,040 △ 18,480

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 10,560 10,560 29,040 △ 18,480 目的外使用料（自販機）

その他 0 0 0 なし

380,000 380,000 131,424 248,576 清掃備品類、足ふきマット、トナー等

5,000 5,000 0 5,000 書籍代

100,000 100,000 54,935 45,065 賠償責任保険

10,000 10,000 24,736 △ 14,736 研修費及び交通費

2,000 2,000 2,310 △ 310 手数料

800,000 800,000 29,040 770,960 車両、印刷機、複合機、トイレ自動洗浄機等

0 0 44,000 △ 44,000 なし

50,000 50,000 0 50,000 地域協力活動費用

471,690 471,690 601,977 △ 130,287

車両燃料費、訪問時駐車料金、廃棄物処理、
諸会費、来客者用P、自動車保険、LINEアカウ
ント料等

450,000 0 450,000 325,196 124,804

法人本部経費を含まず

0 0 0 運営協議会費

450,000 450,000 325,196 124,804 自主事業経費

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

7,526,000 0 7,526,000 7,541,291 △ 15,291
法人本部経費を含まず

3,850,000 3,850,000 5,631,120 △ 1,781,120 光熱水費

1,150,000 1,150,000 1,199,671 △ 49,671 日常清掃

140,000 140,000 144,825 △ 4,825 機械警備費

569,000 0 569,000 565,675 3,325

空調衛⽣設備保守 64,000 64,000 63,265 735 空調整備保守料

消防設備保守 50,000 50,000 48,664 1,336 消防設備保守料

電気設備保守 50,000 50,000 49,638 362 電気設備保守料

害⾍駆除清掃保守 25,000 25,000 24,332 668 害虫駆除費

駐⾞場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 380,000 380,000 379,776 224 自動ドア、ガス給湯器、緑地管理、ＡＥＤ保守料

0 0 0

1,817,000 1,817,000 0 1,817,000 ごみルート回収費等

474,000 474,000 356,983 117,017 修繕費

0 0 0 0 0
法人本部経費を含まず

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
法人本部経費を含まず

21,883,383 0 21,883,383 20,744,902 1,138,481

0 82,980 82,980 1,407,530 △ 1,324,550

0 0 0 248,800 △ 248,800

450,000 0 450,000 325,196 124,804

△ 450,000 0 △ 450,000 △ 76,396 △ 373,604

0 0 0 54,286 △ 54,286 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

10,560 0 10,560 29,040 △ 18,480 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 10,560 0 △ 10,560 25,246 △ 35,806
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和6年度　「横浜市日吉本町地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）
太陽光パネル修繕（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他

⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

30,471,782 149,450 30,621,232 29,060,851 1,560,381 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より

0 0 0 横浜市より
5,946,720 5,946,720 5,946,720 0 横浜市より

0 44,600 △ 44,600

0 0 0

0 183,600 △ 183,600

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

36,572,502 149,450 36,721,952 35,389,771 1,332,181

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,160,752 0 31,160,752 31,160,752 0
法人本部経費を含まず

13,000,000 13,000,000 22,314,514 △ 9,314,514 基本給＋手当

4,000,000 4,000,000 3,535,417 464,583 健康保険、雇用保険、厚生年金

13,000,000 13,000,000 327,250 12,672,750 調整手当、期末手当、住宅手当等

45,000 45,000 32,725 12,275 健康診断受診料

20,000 20,000 17,062 2,938 共済掛金

450,000 450,000 441,622 8,378 退職給付引当金

645,752 645,752 4,492,162 △ 3,846,410 その他

2,076,750 0 2,076,750 1,409,163 667,587
法人本部経費を含まず

35,000 35,000 32,629 2,371 会議、訪問等交通費

120,000 120,000 353,752 △ 233,752 印刷用紙、文具類、洗剤類等

5,000 5,000 0 5,000 会議費用

40,000 40,000 34,749 5,251 名刺印刷代、封筒作成代

470,000 470,000 546,078 △ 76,078 電話代、郵送代

10,560 0 10,560 0 10,560
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 10,560 10,560 10,560 目的外使用料（自販機）

その他 0 0 0 なし

300,000 300,000 117,290 182,710 清掃備品類、足ふきマット、トナー等

2,000 2,000 0 2,000 書籍代

30,000 30,000 54,935 △ 24,935 賠償責任保険

50,000 50,000 54,575 △ 4,575 研修費及び交通費

1,000 1,000 200 800 手数料

300,000 300,000 29,480 270,520 車両、印刷機、ソフトウェア等

10,000 10,000 10,000 求人掲載手数料

10,000 10,000 10,000 地域協力活動費用

693,190 693,190 185,475 507,715 車両燃料費、訪問時駐車料金、諸会費、自動車
保険等

1,134,000 0 1,134,000 875,699 258,301
法人本部経費を含まず

630,000 630,000 294,000 336,000 協力医謝金

200,000 200,000 147,362 52,638 自主事業経費

154,000 154,000 151,670 2,330 介護予防事業費

0 0 0
150,000 150,000 282,667 △ 132,667 生活支援体制整備事業費

0 0

2,075,000 0 2,075,000 1,998,789 76,211
法人本部経費を含まず

1,000,000 1,000,000 1,496,879 △ 496,879 光熱水費

320,000 320,000 313,049 6,951 日常清掃費

35,000 35,000 38,497 △ 3,497 機械警備費

155,500 0 155,500 150,364 5,136 設備保全費

空調衛⽣設備保守 17,000 17,000 16,815 185 空調整備保守料

消防設備保守 13,000 13,000 12,936 64 消防設備保守料

電気設備保守 14,000 14,000 13,194 806 電気設備保守料

害⾍駆除清掃保守 6,500 6,500 6,468 32 害虫駆除費

駐⾞場設備保全費 0 0 0 なし

その他保全費 105,000 105,000 100,951 4,049 自動ドア、ガス給湯器、緑地管理、ＡＥＤ保守料

0 0 なし

564,500 564,500 564,500 修繕費

126,000 126,000 94,889 31,111 予算：指定額

0 0 0 0 0
法人本部経費を含まず

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0
法人本部経費を含まず

36,572,502 0 36,572,502 35,539,292 1,033,210
0 149,450 149,450 △ 149,521 298,971

0 0 0 228,200 △ 228,200
504,000 0 504,000 581,699 △ 77,699

△ 504,000 0 △ 504,000 △ 353,499 △ 150,501

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

10,560 0 10,560 0 10,560 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 10,560 0 △ 10,560 0 △ 10,560
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和6年度　「横浜市日吉本町地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】



6年４月１日～　　　7年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

18,000 17,605 395 47,000 49,699 -2,699 90,000 94,497 -4,497 18,000 19,801 -1,801

0 0 0 450 260 190 8,900 10,555 -1,655 200 2,175 -1,975

事業・負担金収入 0 0 0 0

認定調査料 0 450 260 190 0 0

利用料等 0 0 8,000 9,764 -1,764 1,978 -1,978

利用者等外給食費収入 0 0 900 791 109 200 197 3

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

18,000 17,605 395 47,450 49,959 -2,509 98,900 105,052 -6,152 18,200 21,976 -3,776

0 36,000 32,754 3,246 57,000 54,812 2,188 15,000 13,690 1,310

27,460 -27,460 3,310 29,692 -26,382 13,000 38,784 -25,784 2,900 30,355 -27,455

0 400 1,342 -942 19,000 11,404 7,596 2,300 2,788 -488

0 0 0 0

8,200 8,105 95 0 0 0 950 885 65 240 221 19

利用者負担軽減額 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 8,200 8,105 95 0 0 0

利用料等給食費支出 0 0 950 885 65 240 221 19

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0

8,200 35,565 -27,365 39,710 63,788 -24,078 89,950 105,885 -15,935 20,440 47,054 -26,614

9,800 -17,960 27,760 7,740 -13,829 21,569 8,950 -833 9,783 -2,240 -25,078 22,838

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和6年度　日吉本町地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：日吉本町地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援（第1号も含む） 居宅介護支援 通所介護（第1号通所介護含む） 認知症対応型通所介護



日吉本町地域ケアプラザ

1 コグニサイズ 平成29年度６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

認知症予防のための脳活性化運動であ
るコグニサイズの実践を通して、有酸素運
動を中心とした脳を刺激する運動を加え
ることによって脳の活性化を目指し。継続
的な認知症予防の場をつくること

１：高齢者 5

・準備体操（ストレッチなど）
・コグニサイズ
・茶話会
※毎月第2金曜

11 276

2
もみじ会

平成19年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

転倒予防の具体的な方法を実践を通して
学び、転びにくい体づくりをすること
他者との交流の機会にすること １：高齢者 5

・座位を中心とした体操
・タオルを使用してのストレッチ
・オーバーボールを使用してのレクリエー
ション
※毎月第1・3金曜

23 541

3
みんなの広場
「本を読む部屋｝

令和３年度 ５：共催（１と３）
２：発展させる
ねらい

子どもにとって安心できる居場所をつくる
こと
若い世代へのアプローチの手段として事
業を位置づけ関係性を築いていく中で高
齢者の実態を把握してもらい、地域の担
い手となる育成を目指すこと

４：子ども・青
少年

5
移動図書館「はまかぜ号」の巡回に合わ
せて本を読む場所を提供する(隔週金曜
日）。

19 98

4 食サロン 令和元年度５：共催（１と３）
２：発展させる
ねらい

子どもにとって安心できる「身近な居場
所」ができ、地域に「顔見知りの大人」が
増え、いざという時に誰かに頼れる子ども
が増えること

４：子ども・青
少年

5
個食（狐食）が多くなっている環境下、多く
の人と一緒に食事をすることで交流を持
つ機会の提供

2 131

5 いすに座って楽楽ヨガ 令和5年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

高齢の方、足腰の弱くなった方でも気軽に
参加でき、軽度の運動をすることで健康
維持、意欲増進につなげる。 ５：地域 1

講師指導の基、いすに座って簡単なヨガ
を行う。

7 137

6 いすに座ってフラダンス 令和5年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

高齢の方、足腰の弱くなった方でも気軽に
参加でき、軽度の運動をすることで健康
維持、意欲増進につなげる。 １：高齢者 5

講師指導の基、転倒防止のため椅子に
座ってフラダンスを行う。

2 34

7 歌声広場ふるさと 令和5年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

幼い頃に歌った懐かしい歌をみんなと一
緒に声に出して歌うことで健康維持、増進
につなげる。 ５：地域 1

講師指導の基、電子ピアノ演奏で童謡
（季節のうた）など歌う。

4 123

8 ゆっくりお散歩の会 令和6年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

気軽に参加できるように近隣をゆっくり、
のんびり歩く。
健康や体力の維持促進、外出機会を増
やし仲間づくりを目的とする。

１：高齢者 5
港北ボランティアガイド案内による、近隣
散歩。参加者に合わせてコースの設定を
行う。

1 7

9
美味しいコーヒーの淹れ方講
座

令和6年度 ５：共催（１と３）
２：発展させる
ねらい

地域住民を対象に趣味を通じて地域との
関りを増やし、地域での仲間づくりを目的
とする。 １：高齢者 5

講師指導の基、コーヒーについての基礎
知識を学び、簡単で美味しいコーヒーの
淹れ方を体験する。

1 19

10 認知症サポーター養成講座 平成２６年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

全ての地域住民等が認知症について正し
く理解でき、認知症の人と家族が共に地
域の中で、安心して生活することができる
こと

５：地域

テキストによる講座と、寸劇やDVD鑑賞な
どを組み合わせて実施
包括主体、あるいはキャラバンメイト主体
での開催
随時、事業所や地域にて開催

1 375

11 介護者のつどい 平成２９年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者支援及び介護疲れなどによる高齢
者虐待防止のために、現在介護されてい
る方、介護経験者を対象にして、自由に
意見交換ができる場を作ること

５：地域
参加者と主催者および共催者の意見交
換、情報共有
7月、9月、12月、3月（第２水曜日）

4 6

12 介護者教室 平成１９年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者やこれから介護をする世代の方が
介護の技術・知識を得られる場を提供し、
介護者支援を行うこと ５：地域

講座等
4月、8月（第4水曜日）、11月、2月（第２水
曜日）

2 28

13
高齢者虐待防止ハンドブック研
修

平成３０年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者虐待の防止のためにの普及啓発
住民や事業者の職員が相談をしやすい
環境を作るため、住民、事業者、関係機
関管内の関係づくりをしていくこと

５：地域

ハンドブック、リスク評価票の活用方法の
講義
民生委員向け各民児協にて、地域住民向
け8月

2 11

14 エンディングノート講座 平成31年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

人生最後まで自分らしく、自分の意思を尊
重され、また自立した生活を営んでもらえ
ること ５：地域

エンディングノートの活用の仕方の説明
成年後見や介護予防などの講座と組み
合わせる

1 38

15 スリーA 日吉 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

スリーA ボランティア養成講座終了後の
活動の位置づけとして、ボランティア育成
及び支援を行い、認知症の方でも参加し
やすい活動を目指し、地域のつながり作
りの場を作ること。

５：地域 1

毎月第1木曜日
・認知症予防レクリエーション「スリーA」
プログラム
・茶話会

12 208

16 ほっとスペースひよし 平成21年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

いきいきライフセミナーのOB会支援の位
置づけでもある気軽なサロンで、高齢者
の外出支援となり他者との交流をはかる
場を提供する

１：高齢者 5
毎月第4水曜日
月毎の催しを実施予定
茶話会を含む

12 274

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和6年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

17 日吉地区事例検討会 平成20年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域のケアマネジャーのスキルアップ

６：事業者

奇数月最終木曜日
ケアプラザ協力医の協力のもと事例検討
会、事例研究会を様々な手法を取り入れ
て開催。

6 157

18
主任ケアマネジャーと地域住民
との交流「介護保険ってなぁ
に？」

令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

社会資源としての主任ケアマネジャーと地
域住民が交流を図り、地域ニーズを把握
して専門職と地域の顔の見える関係を作
る。

５：地域
介護保険についての勉強会
6月、10月、2月

3 92

19
薬剤師とケアマネの意見交換
会

令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

薬剤師側の課題、ケアマネジャー側の課
題を共有したうえで課題解決する場とし、
日吉地区の医療介護連携を深める ６：事業者

年2回開催予定
他職種連携に関する意見や情報交換や
事例検討を行う

2 61

20 ケアマネジャー交流会 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

ケアマネジャー同士の情報共有と連携構
築

６：事業者

年1回（予定）
介護予防委託先事業所等を中心とした居
宅介護支援事業所のケアマネジャーでグ
ループディスカッション

1 32

21
親と子の居場所
ほんちょ

平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

親とこの集いの場「こんぺいとう」、子育て
拠点「どろっぷ」の休みの日曜日に、子育
て世代の居場所を提供する.。　日曜日に
開催することで親子（父親も含む）に来場
してもらい地域活動、自主事業やサーク
ル活動を知ってもらい、既存のサークル
の活性化やサークル立上げにつなげて行
く
　30年度に行う「土曜両親教室」での受け
皿として、周知を行い、産前、後の精神的
負担の軽減を図る。

３：養育者及
び乳幼児

基本、毎月2日曜日
・プレイルームとして多目的ホール開放 12 162

22 にこにこ広場 平成25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

育児支援に携わっている関係機関・団体
同士が交流し、新たな事業展開を模索し
ていくこと ３：養育者及

び乳幼児
手遊び歌、絵本の読み聞かせ、身長・体
重測定など

2 220

23 土曜両親教室 平成30年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

妊娠期を安心して過ごせるようにし、助産
師や地域の支援者たちと講座や体験で、
出産後の準備をする。

ケアプラザを知らない世代に、ケアプラザ
知ってもらい、乳幼児の支援活動を紹介
する。

７：その他

助産師による講座
先輩家族との座談会
沐浴などの体験
地域情報紹介

4 246

24 秋桜祭 平成19年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

『地域に根ざしたケアプラザ』をスローガン
に、より多くの地域の方々にケアプラザに
足を運んでもらえるきっかけにすること。
また地域の方々とケアプラザスタッフとの
交流の機会にすること。

５：地域

・模擬店
・バザー
・イベント
※協力：関係機関・関連団体

1 500

25 書道教室 平成22年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

小学校の冬休みの宿題書初めの練習を
機にボランティアの方々に書道指導をして
いただくことで、地域の子供たちとのかか
わりを広げていく。

４：子ども・青
少年

【12/27開催】
小学生を対象に冬休みの宿題（課題文
字）の練習

1 18

26 パパの教室 平成20年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

乳幼児にできる手遊び歌を知ってもらい、
パパ同士の情報交換をすることで、より良
い子育てのきっかけにしてもらうこと ３：養育者及

び乳幼児
パパの赤ちゃん会
パパと体操

2 42

27 育児講座 平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

様々な方向からサポート7していくことで、
育児の相談や情報交換ができるママ友づ
くりのきっかけになること ３：養育者及

び乳幼児
リズムで遊ぼう 2 54

28 夏の音楽で遊びましょう！ 令和５年
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

普段なかなか生の音楽に触れることの少
ない子どもたちが演奏に触れることによっ
て、音楽の楽しさを感じる機会を作る。 ４：子ども・青

少年
遊びを交えた音楽体験教室 1 17

29
障がい児・保護者対象事業
4DENS

令和５年
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

ハンディのある子どもとその保護者がそ
れぞれ交流を図り、お互いに相談できるよ
うな関係づくりの場を提供する。幅広い学
年を対象とすることで、今後につながるよ
うな関係のきっかけづくり。

２：障害児・
者

年２回程度の外出レク・自主事業とその
後のフォローアップ

3 56

30
近隣小学校の総合学習
福祉の授業

令和５年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

近隣小学校の総合学習として福祉を学ぶ
ため、施設見学・高齢者との交流の場を
設ける。 ４：子ども・青

少年
施設見学・高齢者との交流の場 4 120

31
夏休み余暇事業
キッズバリスタdeクレイパフェづ
くり

令和6年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

未就園児・小学生対象に夏休みの事業と
して社会的な体験とこども達の思い出に
残る交流の場づくり。 ４：子ども・青

少年

子どもの体験の場と交流の場
コミュニティ‐コネクション活動を支援する
企業とボランティアグループがコラボレー
ションして開催する夏休みの子ども向け余
暇事業

1 26



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

32 日吉本町ひっぽ食堂 令和6年
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

日吉地区内のいろんな困難を抱える人や
交流を求めている人を対象とした地域食
堂の支援 ４：子ども・青

少年
5

月1回の昼食もしくは夕食の提供
偶数月は昼食、奇数月は夕食

14 718

33 ひよし★俱楽部 令和5年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地域との関わりの少ない方が趣味などを
通じて、「地域を知る」、「知り合いを作る」
きっかけ作りの機会を設ける。 １：高齢者 5

4回連続講座。(人生100年時代の生きが
い探し講演、日吉台地下壕見学、介護保
険講座、コーヒー講座）

4 26

34 ふくふくスタンプラリー 令和５年 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地区社協の「光と活力」の取り組み。
ウォークラリーの地点として「地区の福祉
を知る」ための会場。 ５：地域

ケアプラザ内を見学し、福祉施設の設備
を知る。

1 250

35 ボランティア懇親会 令和５年
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

日吉本町CPでボランティアに参加されて
いる方々の交流と、意見交換を行い、来
年度の活動に向けた情報共有をする。 ５：地域 7

ボランティアに参加されている皆さんの交
流と意見交換

2 22

36 プラザ文化祭 平成21年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

貸し館登録団体の活動披露及び交流の
機会とし、ボランティア活動の輪を広げて
もらうこと ５：地域

歌や踊りなど貸館登録団体の日頃の練
習成果の披露

1 300

37 男の健足講座 平成30年度６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

転ばない足づくりに向けて、自分でできる
フットケアを学ぶ

１：高齢者 5

・フットプリントと簡単な足の触診
・フットケア講座（爪の切り方・セルフマッ
サージなど）
講師：鈴木先生・川上先生

1 13

38
日吉宮前6丁目公園ラジオ体
操

令和5年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させる
ねらい

体験を楽しみながら自分の住む町にある
企業がどのような取り組みをしているが、
地区のボランティア活動について学ぶ。 １：高齢者 5 ラジオ体操（第1，3水曜、雨天中止） 20 608
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